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2021 年 11 月 22 日 

 

会 社 名 株式会社リビングプラットフォーム 

代表者名 代表取締役 金 子  洋 文 

（コード番号：7091 東証マザーズ） 

問合せ先 管理部次長 半 井  祐 樹 

（ TEL. 03-3519-7787） 

 

＜マザーズ＞ 投資に関する説明会開催状況について 

  

以下の通り、投資に関する説明会を開催致しましたので、お知らせ致します。 

〇 開催状況 

開催日時   2021年11月22日 16：00～17：00 

開催方法   インターネットライブ中継 

開催場所   インターネットライブ中継 

説明会資料名 2022年3月期第2四半期決算説明資料 

【添付資料】 

１．投資説明会において使用した資料 
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Living Platform Group

1. 会社概要及び事業領域
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会社概要

社 名

役 員

経営理念

コーポレートミッション

設立日

上場日

株式会社 リビングプラットフォーム

代表取締役 金子 洋文
取締役 林 隆祐
取締役 小林 伸也
取締役(社外取締役) 田中 宏明(弁護士)
取締役(社外取締役) 河江 健史(公認会計士)

感謝と創造

持続可能な社会保障制度を構築する

2011年6月28日

2020年3月17日 (東京証券取引所マザーズ市場 証券コード7091)

監査役 松橋 敏正
監査役(社外監査役) 浅川 弘樹(公認会計士)
監査役(社外監査役) 片倉 秀次(弁護士)

連結子会社

株式会社 リビングプラットフォーム東北
株式会社 シルバーハイツ札幌
株式会社 アルプスの杜
株式会社 ナーサリープラットフォーム
株式会社 OSプラットフォーム
株式会社 リビングプラットフォームケア
株式会社 チャレンジプラットフォーム
株式会社 BSプラットフォーム

※ 2021年9月末時点。ブルー・ケア株式会社の承継は、2021年10月1日となります
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コーポレートミッションと事業

当社グループは、「持続可能な社会保障制度を構築する」をミッションに、民間企業として、全国各地に「介
護」＋「障がい者支援」＋「保育」推進のための施設及びサービスを三位一体で提供する

コーポレートミッション

持続可能な社会保障制度を構築する

介護 障がい者支援 保育
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当社の主な事業領域

介護は効率的で職員採用が有利な施設介護がメイン、障がい者支援は競合の少ない「住む場所の支援」と「初
期段階の就労支援」、保育は認可の他病児保育を併設する企業主導型も展開

施
設
介
護

在
宅
介
護

介護療養型

介護老人保健施設（老健）

特別養護老人ホーム（特養）

高齢者グループホーム

有料老人ホーム

訪問介護

訪問看護

定期巡回・
随時対応型訪問介護看護

居宅介護支援

通所介護

訪問入浴

その他

訪問リハビリテーション

その他

当社の在宅介護は

有料老人ホーム等にお
いて提供されるため、
実質的には施設介護

介護

備考：有料老人ホームは、「特定施設（介護付き施設）」と「サ高住・住宅型」に分かれる。また、「サ高住・住宅型」には、訪問介護、訪問看護、定期巡回・随時対応
型訪問介護看護、住宅介護支援の一部が含まれる

居
住

支
援

訓
練
・
就
労

訪
問

施設

日
中

活
動

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

自立訓練（生活訓練）

就労定着支援

自立訓練（機能訓練）

就労移行支援

就労継続支援B型

就労継続支援A型

居宅介護（ホームヘルプ）

重度居宅介護

同行援護

行動援護

その他

施設入所支援

生活介護

その他

障がい者支援

施
設
型

地
域
型

認可保育所

企業主導型保育

事業所内保育

小規模保育

幼稚園

居宅訪問型保育

その他

認定こども園

家庭的保育

市
区
町
村
主
体

国
主
体

保育
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Living Platform Group

2. 2022年3月期 第2四半期 連結決算業績等
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グループ概況

1. 損益概況
第2四半期は、昨年度及び今年度第1四半期に開設した事業所の稼働が上がり、大幅な利益の伸張を期待していたが、緊急事態
宣言による行動制限により、期待通りにはならなかった。一方で、宣言解除後には様々な動きの活発化が見られ、また、ほぼ全
ての事業所において2回目のワクチン接種が進んだことから、第3四半期以降の利益の向上に期待している。
一方で、業績予想については、一定のダウンサイドリスクを見込んでおり、その範囲内であったことから、判断は据え置く。
事業承継については、公表の通り10月1日にブルー・ケア株式会社を完全子会社化し、また11月12日には有限会社アートアシス
トからの事業譲渡を決議したことから、1件以上のクローズは達成されたが、更なる案件クローズを目指している。

2. 資産状況
事業用不動産の取得、建設等により、総資産は多少の増加傾向にあるが、純資産についても増加傾向にあるため、今後は設定し
た自己資本比率を達成すべく、資産圧縮と利益の積み上げを着実に進めていく。事業用不動産の売却については、ある程度検討
が進んでおり、適切なタイミングでクローズさせる予定。

3. 事業開発
今年度の自社開発は、標準開発計画に比べ少ないが、マンスリーレポートに記載の通り、来年度以降は再び自社開発も拡大する
予定。

4. 目標KPI
2～3年後を目途に成長性・収益性・安定性のKPI達成に向けてグループ全体で取り組んでいく。
①成長性・・・売上高増加率 年20％

業績予想においては20.4％の増加を予定しているが、ブルー・ケア株式会社及び有限会社アートアシストから譲り受ける事業の業績を
精査した後に変更予定。

②収益性・・・営業利益率 10％ 税引前当期純利益率 8％
第2四半期（7-9月）営業利益率4.9％へ向上したが、更なる底上げのため改善中。税引前当期純利益率は2.5％となったが、第3四半
期以降の改善を期待している。依然として販売費及び一般管理費の伸びは抑えられており、特定の事業所の改善と事業拡大によって
目標利益率の達成は可能と考えているため、対応中。

③安定性・・・自己資本比率 ２０％
自己資本比率１3.9％と第1四半期に比べ多少低下し、ブルー・ケア株式会社の取得により第3四半期でも低下することが想定されるが、
想定の範囲であり、不動産の売却と利益の積み上げによる期間内での目標達成について引き続き対応を進める。
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厳選した地域での来年度以降の認可取得を計画

生活の場（グループホーム）と就労の支援（就労継続支援B型）の
開発を並行的に進める。特にグループホームは日中サービス支援型に注力する

認可保育園の整備を中心に整備を進める

施設介護事業について自社開発と事業承継を両輪として成長させる

計画上事業承継は見込まないが、積極的に案件発掘に注力する。
また地域としては新型コロナウイルスの状況に鑑み仙台を重点地域とする

生活の場＋働く場の創出を進める

連結決算ハイライト（営業面）

施設介護事業について自社開発と事業承継を両輪として成長させる

計画上事業承継は見込まないが、積極的に案件発掘に注力する。
また地域としては新型コロナウイルスの状況に鑑み仙台を重点地域とする

生活の場＋働く場の創出を進める

第2四半期では就労継続支援B型事業所2事業所開設
引き続きグループホーム等についても開設準備を継続

厳選した地域での認可保育所の自社開発を進めつつ、一部事業承継も検討する

施設介護事業について自社開発と事業承継を両輪として成長させる
新型コロナウイルス対応として運営体制の改革を行う

第2四半期ではグループホーム1棟を開設
事業承継は依然推進。ブルー・ケア株式会社の完全子会社化により第3四半期以降に影

響あり。有限会社アートアシストとも事業譲渡について合意済

生活の場＋働く場の創出を進める
特にグループホーム等居住系サービスの開設を強化する

具体的
施策と結果

基本戦略

具体的
施策と結果

基本戦略

具体的
施策と結果

基本戦略

介
護

障
が
い
者
支
援

保
育
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内部監査室及びコンプライアンス室における新規職員のOJT継続
オンライン監査の体制確立済

生活の場（グループホーム）と就労の支援（就労継続支援B型）の
開発を並行的に進める。特にグループホームは日中サービス支援型に注力する

認可保育園の整備を中心に整備を進める

施設介護事業について自社開発と事業承継を両輪として成長させる

計画上事業承継は見込まないが、積極的に案件発掘に注力する。
また地域としては新型コロナウイルスの状況に鑑み仙台を重点地域とする

生活の場＋働く場の創出を進める

連結決算ハイライト（財務、教育・管理等）

施設介護事業について自社開発と事業承継を両輪として成長させる

計画上事業承継は見込まないが、積極的に案件発掘に注力する。
また地域としては新型コロナウイルスの状況に鑑み仙台を重点地域とする

生活の場＋働く場の創出を進める

入国規制が正常化次第、特定技能制度及び技能実習制度による外国人職員雇用を推進
電子契約書、請求書、領収書管理システムの運用開始

BSプラットフォームによる事務受託事業準備

上場企業としてのコンプライアンス・ガバナンス重視の体制と運用強化

金融機関の格付けを念頭に自己資本比率の向上を図るため、
不動産売却と利益の積み上げを促進する

完成した新規開設事業所及び既存事業所の不動産売却を検討中
2022年3月期第2四半期（累積）において290百万円の当期純利益を計上

採用と教育を強化し、同時に管理部門の効率性を向上させる

具体的
施策と結果

基本方針

具体的
施策と結果

基本方針

具体的
施策と結果

基本方針

財
務

教
育
・
管
理

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス



11

連結貸借対照表の概況

第2四半期は、新規事業用不動産の取得を行ったが、大きな動きはなく、現預金の水準を維持しながら、事業
の拡大を継続した。
自己資本比率20%達成のため、不動産の売却及び利益の積み上げを推進しており、2022年3月期第2四半期（累
積）では、約290百万円の当期純利益を計上した。 単位：百万円(百万円未満は切捨て)

※ 借入金等・・・長短借入金
（ ）は内数

第10期・通期
2021年3月期

第10期・2Q

2021年3月期
第11期・2Q

2022年3月期
前年同期差 伸長率（％）

流動資産 3,330 3,063 3,398 334 10.9

（現預金） 1,588 1,645 1,647 28 1.8

固定資産 5,619 5,027 6,044 1,016 20.2

（土地・建物等） 3,567 2,779 3,808 1,029 37.0

資産合計 8,949 8,091 9,443 1,351 16.7

流動負債 2,638 2,165 2,691 526 24.3

固定負債 5,183 4,988 5,436 447 9.0

負債合計 7,822 7,154 8,127 973 13.6

純資産 1,127 937 1,315 377 40.3

負債純資産合計 8,949 8,091 9,443 1,351 16.7

自己資本比率 12.6% 11.6% 13.9% 2.3% -

借入金等※ 4,908 4,524 5,007 483 10.7
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連結損益計算書の概況

※ 補助金収入のうち、建物など固定資産にかかるものは、2021年3月期までは、営業外収益に計上し、同額を特別損失（固定資産圧縮損）に計上している

第10期・通期
2021年3月期

第10期・2Q累積
（4～9月）

2021年3月期

第11期・2Q累積
（4～9月）

2022年3月期

第11期・1Q
（4～6月）

2022年3月期

第11期・2Q
（7～9月）

2022年3月期

売上高 9,132 4,277 5,321 2,618 2,702

営業利益 220 △ 12 246 113 133

％ 2.4 △ 0.3 4.6 4.3 4.9

経常利益 242 △ 104 485 418 67

％ 2.7 △ 2.4 9.1 16.0 2.5

税金等調整前当
期純利益

131 △ 104 471 403 67

％ 1.4 △ 2.4 8.9 15.4 2.5

親会社株主に
帰属する
当期純利益

56 △ 133 290 256 33

％ 0.6 △ 3.1 5.5 9.8 1.2
0

圧縮記帳金額※ 150 - - - -

第2四半期（累積）は前年同期比24.4%の売上増加を達成し、各段階利益も黒字化している。第2四半期（7-9月）
としては、第1四半期（4-6月）に比べ営業利益は向上したものの、緊急事態宣言による行動抑制により一定の影
響を受ける形となった。第3四半期以降は、開設後の稼働率が定常化していない事業所を中心に利益の底上げを
想定している。 単位：百万円(百万円未満は切捨て)
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売上と営業利益、経常利益、税前利益、当期純利益の推移

備考：第1期～第6期は単体、第7期からは連結

営業利益

費用

売上高推移（単位：百万円）

売上高

0
(0.0%)

第9期
（2020年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第7期
（2018年3月期）

第6期
（2017年3月期）

第5期
（2016年3月期）

第4期
（2015年3月期）

第3期
（2014年3月期）

第2期
（2013年3月期）

第1期
（2012年3月期）

第10期
（2021年3月期）

第11期
（2022年3月期）

628

36
(5.8%)

1,090

13
(1.1%)

1,735

327
(4.9%)

101
(1.8%)

328
(4.3%)

5,679

6,627

7,730

税前利益

当期純利益

経常利益 35
(5.7%)

35
(5.7%)

21
(3.4%)

30
(2.8%)

31
(2.9%)

9
(0.8%)

△12
(△0.7%)

△12
(△0.7%)

△20
(△1.2%)

145
(2.6%)

102
(1.8%)

76
(1.3%)

230
(3.5%)

186
(2.8%)

158
(2.4%)

234
(3.0%)

158
(2.0%)

104
(1.4%)

9,132

220
(2.4%)

242
(2.7%)

131
(1.4%)

56
(0.6%)

246
(4.6%)

5,321

2Q

485
(9.1%)

471
(8.9%)

290
(5.5%)

売上は引き続き拡大中。第3四半期以降も伸長予定。



14

今期新規開設の状況（増床・移転含む）

沖縄エリア

東北エリア

障がい者支援
＜2022.3 開設予定＞ サニースポット八乙女 【宮城県仙台市】

西東京エリア

介護
＜2021.7 開設済＞ ライブラリ北砂 【東京都江東区】
＜2022.3 開設予定＞ ライブラリ大宮 【埼玉県さいたま市】

東京・東関東エリア

介護
(グループホーム)

27

障がい者支援
(グループホーム)

10

障がい者支援
（就労継続支援B型）

8

保育
（認可）

10

保育
（企業主導）

4

有料老人ホーム等・・・介護付有料老人ホーム、住宅型有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、短期入居者生活介護（ショートステイ）

介護
(有料老人ホーム等)

27
2021年9月末時点

障がい者支援
＜2021.7 開設済＞ サニースポット矢部 【神奈川県相模原市】

障がい者支援
＜2021.7 開設済＞ サニースポット大和田 【埼玉県さいたま市】
＜2021.10 開設予定＞ サニースポット新越谷 【埼玉県越谷市】
＜2022.3 開設予定＞ サニースポット大宮 【埼玉県さいたま市】

介護
＜2021.4 開設済＞ ライブラリ仙台川内 【宮城県仙台市】

保育
＜2021.4 開設済＞ きゃんばす東大宮保育園 【埼玉県さいたま市】
＜2021.4 開設済＞ きゃんばす流山おおたかの森保育園 【千葉県流山市】
＜2021.4 開設済＞ きゃんばす東新宿保育園 【東京都新宿区】

保育
＜2021.4 開設済＞ きゃんばす糸満武富保育園 【沖縄県糸満市】

大阪エリア

保育
＜2021.4 開設済＞ きゃんばす垂水保育園 【兵庫県神戸市】
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事業領域別売上の推移

売上高

（百万円）

第11期・2Q

（2022年3月期）
第10期・通期
（2021年3月期）

第10期・2Q

（2021年3月期）

構成比率

その他介護 保育障がい者支援
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介護（有料老人ホーム等）：事業所数・定員数・稼働率の推移

事業所数

定員数・
稼働率※

稼働率
(%)

定員数
(名)

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）

通期 通期 通期 1Q 2Q 3Q 4Q

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。（ただし、ショートステイは、延べ利用人数を営業日数で割った平均利用人数を入居者数とする。）

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和



17

介護（グループホーム）：事業所数・定員数・稼働率の推移

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和

稼働率
(%)

定員数
(名)

事業所数

定員数・
稼働率※

通期 通期 通期 1Q 2Q 3Q 4Q

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）
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障がい者支援（就労継続支援B型）：事業所数・定員数・稼働率の推移

稼働率
(%)

定員数
(名)

事業所数

定員数・
稼働率※

通期 通期 通期 1Q

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和

2Q 3Q 4Q

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）
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障がい者支援（グループホーム等）：事業所数・定員数・稼働率の推移

稼働率
(%)

定員数
(名)

事業所数

定員数・
稼働率※

通期 通期 通期 1Q

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和

2Q 3Q 4Q

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）
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保育（認可保育所）：事業所数・定員数・稼働率の推移

稼働率
(%)

定員数
(名)

事業所数

定員数・
稼働率※

通期 通期 通期 1Q

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和

2Q 3Q 4Q

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）
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保育（企業主導型保育所）：事業所数・定員数・稼働率の推移

稼働率
(%)

定員数
(名)

事業所数

定員数・
稼働率※

通期 通期 通期 1Q

※ 稼働率は、各期末時点で以下の通りに算出しています。

稼働率 ＝
各事業所の月末時点の入居者数の総和

各事業所の定員数の総和

2Q 3Q 4Q

第10期
（2021年3月期）

第8期
（2019年3月期）

第9期
（2020年3月期）

第11期
（2022年3月期）
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月額単価の推移

出所： 社内データ

平均介護報酬平均月額利用料

介護 障がい者支援 保育
第10期

（2021年3月期）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 131 132 133

293 299 303

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

認
可
保
育
所

平均障がい事業収入平均月額利用料

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

第10期
（2021年3月期）

企
業
主
導
型
保
育
所

平均保育事業収入

第10期
（2021年3月期）

（千円） （千円）

311

424

159

215

158

294

第11期
（2022年3月期）

第11期
（2022年3月期）

第11期
（2022年3月期）

312

431

151

218

171

326

（千円）

（千円） （千円） （千円）

通期 1Q 3Q 4Q 通期 1Q 2Q 3Q 4Q 通期 1Q 2Q 3Q 4Q2Q

316

435

156

217

164

338
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新型コロナウイルス感染拡大等の影響
入居、退去、入院数等の前年同期比
緊急事態宣言による行動制限が想定よりも強く、新規入居数が抑制されるとともに、医療機関の判断等も保守
的に運用されたことなどにより、退去者も増え、平均入院日数が大幅に延びることとなり、結果入居者数は第
2四半期期間中ほぼ同程度で推移し、かつ入院延べ日数も大幅に増加した。
一方で、第2四半期期間内において、ワクチンの2回目の接種が、利用者様、職員共にほぼ完了したことから、
第3四半期以降の入居稼働率の向上と入院延日数の低下を期待している。

介護合計
2020.7 2020.8 2020.9 四半期合計 2021.7 2021.8 2021.9 四半期合計 四半期差異 四半期差異

（比率）

定員数 2,069 2,230 2,230 - 2,456 2,456 2,456 - - -

入居者数 1,756 1,804 1,827 - 2,080 2,073 2,075 - - -

新規入居者数 62 88 64 214 62 39 60 161 -53 75%

退去者数 31 40 41 112 45 46 58 149 37 133%

純新規入居者数 31 48 23 102 17 -7 2 12 -90 12%

入院者数 102 94 89 285 96 105 113 314 29 110%

入院延日数 1,703 1,718 1,737 5,158 2,190 2,669 3,023 7,882 2,724 153%

有料老人ホーム等
2020.7 2020.8 2020.9 四半期合計 2021.7 2021.8 2021.9 四半期合計 四半期差異 四半期差異

（比率）

定員数 1,574 1,735 1,735 - 1,880 1,880 1,880 - - -

入居者数 1,313 1,349 1,363 - 1,566 1,552 1,558 - - -

新規入居者数 40 69 52 161 41 21 49 111 -50 69%

退去者数 26 33 38 97 34 35 43 112 15 115%

純新規入居者数 14 36 14 64 7 -14 6 -1 -65 -2%

入院者数 80 74 68 222 72 76 82 230 8 104%

入院延日数 1,339 1,338 1,381 4,058 1,823 2,031 2,387 6,241 2,183 154%

グループホーム
2020.7 2020.8 2020.9 四半期合計 2021.7 2021.8 2021.9 四半期合計 四半期差異 四半期差異

（比率）

定員数 495 495 495 - 576 576 576 - - -

入居者数 443 455 464 - 514 521 517 - - -

新規入居者数 22 19 12 53 21 18 11 50 -3 94%

退去者数 5 7 3 15 11 11 15 37 22 247%

純新規入居者数 17 12 9 38 10 7 -4 13 -25 34%

入院者数 22 20 21 63 24 29 31 84 21 133%

入院延日数 364 380 356 1,100 367 638 636 1,641 541 149%
※　純新規入居数とは、新規入居数から退去数を引いたもの
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事業開発概況
1. 概況
第2四半期は、介護1事業所、障がい者支援2事業所が開設となったが、今後も事業拡大を見込んでいる。来期以降は、市場規
模のピークアウトが最も早いと想定している保育事業の事業開発は抑制し、介護に加え、障がい者支援事業に注力する方針。

3. 第3四半期以降(次年度以降含む)の開発予定

2. 第2四半期の開発実績
事業領域 事業所種類 施設名 所在地 開設時期 定員数(名)

介護 グループホーム ライブラリ北砂 東京都江東区 2021年7月 27

就労継続支援B型 サニースポット矢部 神奈川県相模原市 2021年7月 20

就労継続支援B型 サニースポット大和田 埼玉県さいたま市 2021年7月 20

備考

認知症対応型共同生活介護

就労継続支援B型

就労継続支援B型
障がい者支援

事業領域 事業所種類 施設名 所在地 開設予定時期 定員数(名)

グループホーム ライブラリ大宮 埼玉県さいたま市 2022年3月 18

有料老人ホーム等 ライブラリ練馬谷原 東京都練馬区 2022年4月 120

有料老人ホーム等 ライブラリ東大宮二番館 埼玉県さいたま市 2022年8月 74

有料老人ホーム等 ライブラリ志村坂上 東京都板橋区 2022年10月 93

有料老人ホーム等 ライブラリ淵野辺四丁目 神奈川県相模原市 2022年10月 66

グループホーム ライブラリ台原 仙台市青葉区 2022年10月 18

グループホーム ライブラリ江戸川松島 東京都江戸川区 2023年3月 18

有料老人ホーム等 ライブラリ練馬高野台 東京都練馬区 2023年3月 70

有料老人ホーム等 ライブラリ仙台小田原 宮城県仙台市 2023年5月 92

有料老人ホーム等 ライブラリ久我山 東京都杉並区 2023年10月 66

グループホーム等 サニースポット八乙女 宮城県仙台市 2022年3月 20

グループホーム等 サニースポット大宮 埼玉県さいたま市 2022年3月 20

グループホーム等 サニースポット市名坂 宮城県仙台市 2022年6月 20

保育 認可保育所 きゃんばす豊見城金良保育園 沖縄県豊見城市 2022年4月 100 認可保育所

備考

介護

認知症対応型共同生活介護

住宅型有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

認知症対応型共同生活介護

認知症対応型共同生活介護

介護付き有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

介護付き有料老人ホーム

障がい者支援

共同生活援助

共同生活援助

共同生活援助

棟数 定員数 棟数 定員数 棟数 定員数 棟数 定員数

介護 8 378 3 72 5 154 -2 -82

有料老人ホーム等 4 306 0 0 1 64 -1 -64

グループホーム 4 72 3 72 4 90 -1 -18

障がい 3 60 5 100 6 120 -1 -20

共同生活援助 3 60 2 40 3 60 -1 -20

就労継続支援B型 0 0 3 60 3 60 0 0

保育 1 80 5 360 5 360 0 0

認可保育園 1 80 5 360 5 360 0 0

企業主導型保育園 0 0 0 0 0 0 0 0

事業計画比2021年3月期 2022年3月期確定 事業計画
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Living Platform Group

3. 2022年3月期 連結業績予想
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2022年3月期 連結業績予想

【売上高】
昨年に発生した新型コロナウイルスの蔓延により、今期における事業開発活動は停滞しているが、マンスリ
ーレポートで報告の通り、来期以降は復調すると想定している。また、今期の業績予想においては、目標KPI
として提示している前年度比20%程度の売上の伸張を想定しているが、10月1日に株式譲渡を受けたブルー・
ケア株式会社及び11月15日に有限会社アートアシストとの間で締結した事業譲渡契約により、現時点では影
響については精査中であるものの上振れる可能性が高い。

【利益】
第2四半期では、昨年度及び第1四半期等直近で開設した事業所の一時費用がなくなり、かつ稼働率が向上す
ることにより、営業利益の大幅な向上を想定していたが、緊急事態宣言による行動制限の影響が想定より強
く出たため、期待値よりは抑制される水準となった。
一方で、入居者様、職員共に、新型コロナウイルスに対するワクチン接種が第2四半期内でほぼ完了したこと
により、今後の稼働率の向上が見込まれること、また、業績予想には、一定のダウンサイドリスクを織り込
んでいたことから、現時点での通期での業績予想は据え置くものとする。

なお、業績予想では事業承継を考慮していない。

単位：百万円(百万円未満は切捨て)
2021年3月期

実績
2022年3月期
業績予想

前年同期比
増加率

2021年3月期
第2四半期実績

2022年3月期
第2四半期実績

前年同期比
増加率

2022年3月期
累計実績

進捗率

売上高 9,132 10,996 20.4% 2,209 2,702 18.2% 5,321 48.4%
営業利益 220 523 137.4% 17 133 - 246 47.0%
経常利益 242 627 158.6% -39 67 - 485 77.4%
親会社株主に帰属する
当期純利益 56 411 622.5% -52 33 - 290 70.6%

※参考
販売費及び一般管理費 748 - - 187 200 6.5% 387 -
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免責事項

本資料には、将来に関する見通し、期待、判断、計画、戦略等が含まれています。

この将来予測に基づく記載は、事業需要変動、事業開発スケジュール変動、各種制度変更、自治体等の指導変更、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。

本資料に含まれる全ての将来的予測に基づく記載は、本資料公開時点で入手可能な情報に基づいており、当社は法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載を更新する義務を負いません。

また、これらの記載は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、当社の現在の期待とは実体的に異なる場
合がありますのでご了承下さい。

このような違いは、多数の要素やリスクが原因となり得ますので、これらの要素やリスクについては、当社の継続開示及
び適時開示等の記載をご覧ください。

【お問い合わせ先】
株式会社リビングプラットフォーム
管理部 IR担当
Tel:03-3519-7787 E-mail: ir@living-platform.com

tel:03-3519-7787

